
　近年の目まぐるしい変化の時代の中で、様々な変

化や多岐にわたる課題に対して大学として戦略的に

取組んでいくことが求められており、そのために大

阪大学では総長を機構長とする未来戦略機構が創設

されました。この機構は、既存の学問分野の枠を超

えた、分野横断的な教育・研究を新たに生み出し、

それを実践していく組織であります。この機構には

平成25年 11月現在、5つの教育部門（第一部門か

ら第五部門）と3つの研究部門（第六部門から第八

部門）が立ち上げられており、我々の創薬研究を推

進する創薬基盤科学研究部門は第六部門にあたりま

す。大阪大学ではこの部門において、創薬基盤科学

を推進するとともに、大学発創薬を育てる仕組みを

構築しようと取組んでいます。

　この部門設立の発端は、1年程前になりますが、

大阪大学においてさまざまな創薬関連のプロジェク

トが走っていることから、大阪大学内でこれらの情

報を共有する必要があると考え、主なプロジェクト

の担当者に集まっていただき、情報交換を行ったこ

とに始まります。その場で見えてきたのは、大阪大

学では創薬研究から創薬プロセスを経て新薬候補を

得るまでの多くのステージについて、各部局がプロ

ジェクトを展開しており、大阪大学ではこれらがプ

ラットフォーム（アライアンス）としてまとまれば、

大阪大学発創薬を加速推進できるのではないかとい

う見通しでした。当時の民主党政権による、医療イ

ノベーション戦略室がオールジャパン体制での創薬

の推進に力を入れていたため、我々は、厚生労働省

の研究所である医薬基盤研究所がオールジャパン体

制の中心としてこれを担い、大阪大学が医薬基盤研

究所と共に本気で創薬を推進すべきであると考え、

日本の経済を活性化しつつ創薬を推進するモデルケ

ースを提案するに至りました。内閣官房医療イノベ

ーション戦略室への説明と並行して、我々の大阪大

学での創薬実施形態について、相本理事と何度も協

議させていただいた結果、未来戦略機構の中で一研

究部門としてまとまる案をいただき、提案書を未来

戦略機構に提出致しました。昨年12月に未来戦略

機構の第六部門（創薬基盤科学研究部門）として立

ち上がる事が認められ、オールジャパン医療イノベ

ーション体制における大阪大学の創薬の窓口として

の役割も担うことになりました。

　表には学内の動向として、先程触れた創薬関連プ

ロジェクトの一部を記しています。例えば表の上か

ら2つ、「地域産学官共同研究拠点整備事業」およ

び「化合物ライブラリーを活用した創薬等最先端研

究・教育基盤の整備事業」において、大阪大学内で

低分子化合物関連の創薬推進設備、環境が整ってお

り、化合物ライブラリーを用いたハイスループット

スクリーニング（HTS）が可能になっています。化

合物ライブラリーは東京大学のライブラリーが利用

できますが、大阪大学が保有するライブラリーを用

いて行う事も出来ます。また「化合物ライブラリー

を活用した創薬等最先端研究・教育基盤の整備事業」

の後継の「創薬等支援技術基盤プラットフォーム（制

御拠点）」（表の下から4つ目）で更なる充実が図ら

れています。さらに第六部門が立ち上がってから、

今年度の未来戦略機構の予算で日本での購入が初と

なる新たな表面プラズモン検出装置も利用可能です。
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図1　未来戦略機構第六部門（創薬基盤科学研究部門）創設の提案

表　大阪大学における創薬関連プロジェクトの一部
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図2　未来戦略機構第六部門（創薬基盤科学研究部門）における創薬開発

低分子化合物ではなく、標的タンパク質を移動層で

流す事により、感度よく化合物との相互作用が検出

でき、新たな成果が期待されます。

　図1に第六部門を立ち上げる時に未来戦略機構に

提出した提案書の一部と、今年度からの本格的立ち

上げに際し兼任になっていただいた先生を記してい

ます。現在、はじめから動いていただいていた吹田

地区の先生方に限定してお願いしていますが、軌道

に乗りしだい豊中地区の先生方にもお願いする予定

です。図2には、第六部門を中心とした大阪大学に

おける創薬活動のイメージを示しています。各部局、

研究所等では、先生方がそれぞれに創薬研究を展開

されておられます。そこでは、独自に製薬企業等と

直接共同研究を進められる先生がおられますし、ま

た成果をどうしようかと悩んでいる先生もおられる

と思われます。第六部門では、創薬研究への展開を

図っておられる先生方すべてにこの部門で行うこと

を強いているのではなく、必要であれば我々にご相

談下さい、全学の仕組みを使って下さいと持ちかけ

ています。第六部門は、基盤研究を推進することを

ミッションとしていますが、一方で基盤研究から生

みだされた成果を創薬につなげる橋渡しをし、大学

発創薬の推進を目指しています。また、先程低分子

化合物による創薬スクリーニングがプラットフォー

ム（創薬基盤科学部門アライアンス）で実施できる

事を説明しましたが、抗体、核酸などの中、高分子

についての創薬も支援していきます。オールジャパ

ン創薬支援体制の中心である医薬基盤研究所と協力

して、大阪大学での創薬を支援していきたいと考え

ています。

　図3は、創薬を支援する本部門の役割を、開発段

階に分けてどのように支援するかを示したものです。

一番上の（1）では、開発が進んで企業への導出が

可能な場合ですが、企業との共同研究を促進するた

めの支援を行います。（2）では、開発はできたが企

業導出が未定の場合には、未来医療開発部での

POC（Proof of Concept）獲得を支援します。（3）

に示す新規創薬標的を見つけた段階では、大阪大学

内で整備されている各種技術が集まっているプラッ

トフォーム（創薬基盤科学部門アライアンス）を紹

介して育てる、あるいは技術研究組合を立ち上げて

開発を行い、将来的にベンチャー企業等を立ち上げ
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図3　未来戦略機構第六部門（創薬基盤科学研究部門）の役割

るか企業への技術移転を行って新薬誕生に結びつけ

る計画をしています。化学合成力の不足が創薬開発

における一つの死の谷になっている事から、現在こ

れを克服するための仕組みを技術研究組合の設立に

よって構築しようとしています。

　以上、第六部門における創薬推進の構想について

記してきましたが、具体的な創薬テーマを集めアカ

デミア創薬を推進させる支援に加えて、今の医療現

場、疾患克服のために求められている必要な情報を

大学内の多くの基盤研究者と共有し、相互の情報交

換から新たな研究テーマの創出や新たな技術の創製

を通して、大阪大学における創薬基盤科学研究の層

を厚くして新たな展開を図っていきたいと考えてい

ます。
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